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平成24年　1月　30日（月）　　　　　　　　　　司会：橋本　彩花　　記録：東　志保

	小向
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	準夜
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	準夜
	○
	学校
	○
	年休
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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・Ｂユニットの床暖房が現在故障中です。室温をこまめに確認して行きましょう。

・水道凍結等によりお湯の出が悪くなっています。風呂介助に付いたスタッフは様子を見ながら入浴を進めて行きましょう。

・Ａユニットの内側のオートドアがカードキーでは開かない事が見られています。現在業者へ点検依頼中です。

・東病棟でモニターを１台新たに購入しています。

・インフルエンザの流行が見られ始めています。スタッフが感染源とならないように手洗い・うがいを行っていきましょう。

・２月から受け持ち患者様が一部変更となります。忘れずに評価等を行っていきましょう。

・電気錠が開錠となったままとなっている事がありますので、開閉後確認をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 島脇　てる様～インスリン継続指示となっています。

・上舘　ユキ様～セフジトレン（抗菌剤）・ナウゼリン（消化器官用剤）が処方となっていましたが、本日朝で飲み切り中止、昼より経管栄養開始の指示あり、開始しています。嘔気症状の観察をしていきましょう。

・勝田　ヒモエ様～主治医へ状態報告行い、胸部・腹部Ｘ－Ｐ検査・採血・採尿・喀痰培養検査の指示あり、施行しています。

　　　　　　　　　本日昼は普段の半量の経管栄養・白湯開始、以後は以前同様の量の指示あり、経管栄養再開しています。

　　　　　　　　　クラビット（合成抗菌剤）５日分処方となっています。

　　　　　　　　　２／４（土）採血（セット３・ＣＲＰ）施行の指示ありますので、深夜スタッフは忘れずにお願いします。また、土曜日は検査センターの収集が９：３０となりますので、忘れずに薬局へ下ろすようお願いします。

　　　　　　　　　月曜日の朝、主治医へ結果報告予定となっていますので、至急ＦＡＸとしています。

　　　　　　　　　身体状態の観察と共に排便状態、腹部の状態観察も行っていきましょう。

＜週間連絡＞

１／３０（月）･･･川井　ツセ様１４時退院

　　　　　　　　　院内研修

　　３１（火）･･･板垣　富蔵様　胃管交換

　　　　　　　　　院内研修

２／　２（木）･･･村井　八郎様　８：００～１２：００　日赤ＨＰ外科受診

　　　３（金）･･･木村　春雄様　１５：００～　２／４（土）　１５：３０　外泊

　　　　　　　　　木村　春雄様　退院前訪問指導

　　　　　　　　　豆まき

勉強会

インフルエンザ流行時の隔離対応について

インフルエンザの主症状　１．発熱　２．咳嗽　３．頭痛　４．咽頭痛
『発　熱』
１．３8℃以上の発熱あった場合

・クーリングを行なう

· ６検に合わせた近い時間に体温測定する。再検後下記の基準に沿う。

（例　10時に発熱があった場合は13時に再検）

· 観察項目・・頭痛、咽頭痛、咳嗽などの感冒症状のチェック

★隔離基準

・再検し、37.9℃以下の場合は、居室にて要観察とする。

・再検し、３８℃以上の場合は「隔離対応」とする。

★隔離場所

　　・観察しやすい部屋に、同様の症状者を同室とする。（勤務者で検討する）

・同室に４～５名となった場合は、陽だまりに移動し、隔絶対応とする。

★食事が食べられない場合は点滴を行なう

（１食摂取不可の場合・・①ｿﾘﾀＴ3　500ml＋ﾀﾞｲﾋﾞﾀﾐｯｸｽ1A＋ｹﾍﾞﾗ1A）

　※ｹﾍﾞﾗは状況に応じて行なう

（２食摂取不可の場合・・①＋ｿﾘﾀＴ3　500mlを追加する）

· 水分量は、１日約１５００mlを目安とする。

（例　３食未摂取の場合は、口からの水分摂取が約300mlであれば、点滴1000ml施行。その後も口からの水分摂取を促す。）

　

２．翌日、医師が出勤する場合

· 発熱後、約12時間でインフルエンザキットを用い検査する。

· 上申、指示受けする。

３．医師が出勤しない場合

· 翌日、内科受診とする。※インフルの検査は行なわず受診とする。

★隔離解除のポイント
· 症状消失後、３日目の午後隔離解除とする。

